
先端的サービス１の概要【人と社会のつながり】

■ ダイバーシティ社会とマルチステージ人生において、個人が経験と意欲を安心して発揮できる５つのサービスに着目

■ あらゆる人の生き方や働き方が社会とのつながりをもって、持続可能な心地よい暮らしや仕事を実現

■ 個人が学習しながらエンパワーメントしていく成長過程を記録して、データ連携によって各種サービスに活用

個人の学び･経験を認定することで
社会資本化して地域活動の活性化
（ブロックチェーン技術の活用）

性別･世代･人種を超えた
仕事と家庭と社会での
イノベーションと互助の実現
（ソーシャルイノベーション

ラボの設置）

バーチャルキャンパス/シティに
国内外から人が集って交流と体験、
リアル体感
（３Dデジタル技術/XRの活用）

個人･企業が
シェアワーキングや
コワーキングを
実空間とテレワークで実現
（スペースシェアリング

/協業クラウド）

デジタルネットワークによる
企業間サプライチェーンの強靭化
と防災ISO普及･災害データ利用
（ビジネスレジリエンス

DXプラットフォーム構築）

人と社会の

つながり

学び

協創

防災/
ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ

体験

多文化社会

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

大学子会社での
運営を想定

大学子会社での
運営を想定大学NPOでの

運営を想定

企業・仙台市・大学出資によるSPCの
委託事業を想定 事業者のSaaSを想定
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先端的サービス２の概要【パーソナルヘルスケア】

■ 市民の持続的な行動変容を可能とするサイクル

■ このサイクルを継続することで、サービスの効果を実感しつつ、生活習慣の改善を実現

■ 健康診断と日常フォローのデジタル化、健康状態の見える化 / 疾病リスク予測、生活習慣フォロー・改善アプリ

PHR・Databank

都市OS・データ連携基盤

健康情報の
見える化

体重/体脂肪

体温

個人識別
スマートミラー

睡眠の質生活リズム

公的データ特定健診・KDB

介入サービス

食事

生活習慣の改善
行動変容・健康意識

AI見守り・最適介入

ウェアラブルセンサ

プロテオーム
検査サービス

健康状態の
見える化

PHR・Databank

日常での
人間ドッグ

AI食事画像分析

AI歯周病検出

IoT建材によるヘルスデータ

運動

睡眠

お酒

煙草

薬・ゲノムデータ

デジタルソルーション
個別化禁煙プログラム
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先端的サービス３の概要【ロボットとの共生】

■ ロボが溶け込む生活実現に向けて、多種多数のロボットが人の暮らしの中で多様なサービスを提供する場づくり

■ ５G環境下での企業間連携や制度設計によって、エリア内の複数ロボットを管制制御する仕組みを試行

■ サービス実稼働経験や取得データ連携によって、企業と学生や社会イノベーターが新サービスを共創

（データ連携基盤の一部であるロボットダッシュボードを利用）

■ 新たなサービス目的を開拓することによって、ロボットを活用したソリューションを規制・制度改革とともに実装

■ ロボット（機械＆コンピュータ＆ソフトウェア＆ネットワーク機器＆無線通信）のサービス化に必要な人材を育成

配送ドローン ドローン ドローン ドローン 水中ドローン
※農学研究科複合生態フィールド教育研
究センター（女川）における活用を検討

自動配送車 無人宅配ロボ 屋外対応ロボット 配膳･運搬ロボット ロボット除菌掃除ロボット

５Ｇ環境下でロボットを自動運行
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先端的サービス４の概要【エネルギーの自立分散】

■ レジリエントな小規模分散エネルギーの需給形成と地域内エネルギーマネジメントの見える化

■ 脱炭素社会実現に対応した地産地消型エネルギーのスマート化と災害等による系統電力停止時の防災対策

■ 再生可能エネルギーと蓄電池･蓄熱･燃料電池の普及に向けた実証・実装

■ 他の先端的サービス「ロボットとの共生」との連動

データ連携による地域エネルギーマネジメント

太陽光発電 地中熱ヒートポンプ 可燃性廃棄物から水素生成

発生CO2の

農産物へ固定化

蓄電池 蓄電池モビリティ/ロボット群 冷暖房空調 燃料電池
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先端的サービス５の概要【マイクロモビリティ】

■ AI活用オンデマンドによるラストワンマイルの交通手段

■ 脱炭素社会実現に対応した地産地消型オフグリッド電力の活用（再生可能エネルギーと蓄電池）

■ 限定エリアでの自動走行モビリティ（グリーンスローモビリティ（GSM）、電気バス（EVバス））の実装

GSM EVバス キックボード DATE BIKE
（シェア電動自転車）

学バス 教職員と学生の
乗合車

AI活用オンデマンド

電力供給（再生可能エネルギー+蓄電池群）

自動走行
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